
1   目的
　群馬医療福祉大学・短期大学部では高等学校との相互教育に係る交流・連携を通じて、
高校生の視野を広げ、進路に対する意識や学習意欲を高めると共に、大学の求める学生像
及び教育内容への理解を深め、教育機能の連携を図ることを目的とします。

2   高大連携に関する 3 つの事業
①　高大連携授業（高校生が、本学の高大連携授業を受講できます。）
②　出前授業・学生派遣（教員や大学生を派遣し、先生及び生徒を対象として授業等を

行います。）
③　高大連携行事（高校生が、本学の高大連携行事に参加できます。）

3   その他の事業
①　大学で実施する授業の受講（公開授業等）
②　大学の施設・設備等の見学の受け入れ及び使用
③　大学が実施する授業（実習を含む）の参観
④　教育及び研究活動について、教員相互間の情報交換及び交流
⑤　その他両者が協議し、同意した事業

4   問い合わせ先
群馬医療福祉大学 地域連携センター
電話（直通）027-251-0117 Fax（直通）027-251-0117
E-mail: koudai@shoken-gakuen.ac.jp 

令和 5年度　高大連携事業について
群馬医療福祉大学・短期大学部

※ 高大連携協定締結高等学校等 「情報交換会」
令和 2年度は対面で実施、令和 3年度はオンラインで実施
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Ⅰ　令和 5年度　高大連携授業

1　高大連携授業受講の目的
　高大連携授業を受講することにより、医療・福祉・教育の基礎について学び、興味・関心を深め、
本学入学への意欲を高めることを目的とします。

2　受講希望の高校生の申し込み資格
①　本学と高大連携協定を締結している高等学校等に在籍する 3年生
　　（中等教育学校においては 6年生）
②　在籍高等学校長の承認が得られる生徒
③　本学が受講を認めた生徒

3　授業の日程・内容等
「授業科目」【P. ４参照】
※�全 16 回で 1つの授業科目ですので、進路希望にかかわらず、原則として 16 回すべての授業
を受講してください。
※�毎回の授業の後、小テスト（オンライン）を実施します。

4　申し込み
「高大連携授業履修願」【申込用紙：P. ５参照】（HPからダウンロードも可）
に必要事項を記入、写真を添付し、高等学校長印を得て提出

5　提出方法：郵送または直接持参
郵送先　〒 371 － 0823　 群馬県前橋市川曲町 191-1
   　　　　　　　　　　  群馬医療福祉大学　地域連携センター 高大連携授業係
持　参　郵送先所在地に同じ（前橋キャンパス）

6　受付期間
令和 5年 6月 15 日（木）〜 7 月 13 日（木）必着【申込用紙：P. ５】

7　募集人数　　140 人

8　受講料　　　無料

9　単位認定要件
①	 全授業の 2/3 以上を受講すること
②	 修了試験に合格すること
　　（各授業終了後の小テストの総合計点が合格基準を満たすこと）

※　単位認定された方へ
①　単位認定証明書を授与します
②　本学へ入学した場合、大学の全学部、短期大学部の単位（２単位）として認定します
③　「総合型選抜（授業体験型）」（高大連携校対象）の出願資格が得られます
④　本学の入学試験を受験する場合、入学検定料が減免されます
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◎　授業形態

　令和 5年度の高大連携授業は次の１. ２. の形態を併用して実施します。
　受講生は希望でどちらかを選択することができます。また、２つの形態を組み合わせて選択す
ることもできます。（例：１日目、２日目は対面で受講、３日目以降分はYouTube で受講など）
　なお、毎回の授業後の小テストは、どちらの形態の授業もオンラインで実施します。

１．対面授業

（1）実施内容　 ：　�P. ４表の内容です。
（2）日程・会場：　P. ４表の予定のとおりです。

ただし全授業を前橋キャンパスで実施する場
合もあります。

2.「YouTube 配信（録画）」視聴による授業（オンデマンド方式）

（1）実施内容　：　�P. ４表の内容です。
　　　　　　　　　（ただし録画ですので対面授業と全く同一の授業ではありません）
（2）日程・会場
　　　①　配信期間 … �７月２６日（水）～ 8月４日（金）までを予定。

各自の都合の良い時間に何度でも視聴できます。
（パソコン・タブレット・スマホ等を利用）

　　　②　会　　場 … 自宅等、各自が都合の良い場所で視聴できます。
　　　　　（ただし、諸事情で、視聴できる場所の確保が難しい場合は、本学までご相談ください）

【リハビリテーション学部の授業】

【学長挨拶】

【社会福祉学部の授業】 【看護学部の授業】

【医療技術学部の授業】
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◎令和５年度「授業科目」：医療・福祉・教育の基礎（2単位）

回 日程 時限 授業内容 学
部 担当教員 会場

第 1回

7/31
（月）

1限
8:50-10:20

学長挨拶（鈴木 利定）

全
般
・
短
期
大
学
部

学　　　長

前橋キャンパス
（1号館：大講義室）
前橋市川曲町 191-1

（JR井野駅より徒歩 25 分）
TEL:027-253-0294

オリエンテーション① 中越　信一
オリエンテーション② 高坂　　駿

「ボランティア活動」と「サービス・ラーニング」
　本学の建学の精神である「仁」をもとに、「ボランティア活動」
と「サービス・ラーニング」の基本について学びます。

中越　信一

第 2回 2 限
10:30-12:00

生命と倫理について考える
　科学の進展は人間の生命の誕生や死も、ある程度の管理を可
能としました。人間の誕生と死から生命と倫理の関係を考えます。

岡野　康幸
半田　　正

第 3回 3 限
12:40-14:10

苦痛の回避・軽減とアクティビティ・サービス
　苦痛が回避され、軽減していく快さの意義をアクティビティ・
サービスの視点から学びます。

清水久二雄

第 4回 4 限
14:20-15:50

病院窓口の仕組み 〜あなたの知らない診療報酬の世界〜
　私達が病院に行くと最初に接するのが窓口です。カルテ、領
収書や明細書、処方箋の実際を学んでみましょう。

下村　由香

第 5回

8/1
（火）

1限
8:50-10:20

心の不調への気づきと対処
　目に見えにくいストレスによる心の不調に気がつき、上手にス
トレスと付き合う方法を学びましょう。

看
護
学
部

成田みぎわ

藤岡キャンパス
藤岡市藤岡 787-2

（JR 群馬藤岡駅より徒歩 5 分）
TEL:0274-24-2941

第 6 回 2 限
10:30-12:00

子どもの成長と発達
　子どもはどのように大きくなるのでしょう。子どもの成長と発
達の特徴について学びます。

原田　和美

第 7回 3 限
12:40-14:10

暮らしを支える在宅看護について
　地域でその人らしい暮らしを実現するために、その人自身の
力を引き出す支援をする在宅看護について学びましょう。

塚越八重子

第 8回

8/2
（水）

1限
8:50-10:20

リハビリテーションの基礎と専門職の役割
　リハビリテーションの意味を正しく理解し、実際に関わるリハ
ビリ専門職種が果たす役割について学びます。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

小林　昭博 本町キャンパス
前橋市本町 2-12-1
前橋プラザ元気 21
（6・7F）

（JR前橋駅より徒歩10 分）
TEL:027-210-1294

第 9 回 2 限
10:30-12:00

理学療法士の仕事とその実際
　医療・福祉・スポーツなど、それぞれの領域で理学療法士が
どのような役割を担っているかを学びます。

小林　雄斗

第 10 回 3 限
12:40-14:10

作業療法士の仕事とその実際
　今までの生活が上手くいかなくなった人を支援する作業療法。
様 な々場で活躍する作業療法士を紹介します。

高坂　　駿

第 11 回

8/3
（木）

1限
8:50-10:20

現代医療に貢献する臨床検査技師について
　現代の高度多様化した医療に臨床検査は不可欠です。臨床
検査を担う検査のプロ、臨床検査技師について学びましょう。 医

療
技
術
学
部

菅野　佳之
前橋キャンパス
（3 号館）

前橋市川曲町 191-1
（JR井野駅より徒歩 25 分）
TEL:027-253-0294

第 12 回 2 限
10:30-12:00

時代が求める医療職、臨床工学技士とは
　技術革新する先端医療、最新医療を担う臨床工学技士につ
いて学びます。

秋山　康則

第 13 回 3 限
12:40-14:10

高度医療を支える医療機器
　新型コロナウイルス感染症の治療でも用いられる高度医療機
器について学びます。

立原　敬一

第 14 回

8/4
（金）

1限
8:50-10:20

保育者に求められる力 〜子どもの発達に合わせた遊びの展開〜
　子どもたちの発達に合わせた遊びや絵本、環境設定の工夫
について、実演を通しながら具体的に学びます。 社

会
福
祉
学
部

田中　輝幸
前橋キャンパス
（1号館：大講義室）
前橋市川曲町 191-1

（JR井野駅より徒歩 25 分）
TEL:027-253-0294

第 15 回 2 限
10:30-12:00

特別支援教育について知ろう
　特別な支援を必要とする子どもたちの学びの場は？　学びの
内容は？　先生たちの支援は？　これらについて学びます。

小林　義信

第 16 回 3 限
12:40-14:10

心と心理学　〜こころを科学する視点〜
　「心」の「理（ことわり）」の「学」問である心理学について、医療・
福祉・教育の場面を例に学びます。

大島　由之

　小テスト解答　締め切り：8 月 4 日（金）　　　全体アンケート回答　締め切り：8 月 4 日（金）

※　本予定表の「日程・時限・会場」は、「対面授業」の場合です。
※　「授業内容」は、「対面授業」でも「YouTube 配信（録画）」視聴による授業でも同じです。
※　予備日はとれませんので、万が一非常事態（コロナや台風等）で、「対面授業」が実施できない場合は、「YouTube」での講義を利用してください。
※　令和 5 年度になり、担当教員等が変更になる場合があります。
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令和5年度  高大連携授業

7月31日（月）
8月1日（火）
8月2日（水）
8月3日（木）
8月4日（金）

全般・短期大学部

看護学部

リハビリテーション学部

医療技術学部

社会福祉学部

令和5年　 月　 日
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　進路目標の実現に努力している生徒の皆様に、福祉、心
理、子ども、教育、介護、医療事務・秘書、看護、理学・
作業療法、臨床検査、臨床工学に関する内容・現状・将来
展望・就職の状況についての授業を受講いただくことで、
進路選択のお役に立つことができると考えております。
　それぞれの学科・分野の専門の教職員が授業に当たりま
すので、必ずや生徒様のご期待に添えるものと存じます。
　出前授業の内容や時間等につきましてはご依頼のあった
学校等の計画に従って準備いたしますので、遠慮なくご活
用くださいますようご案内申し上げます。本学の出前授業
に関する費用は、全て無料です。【申込用紙：P. ７参照】
※出前授業・講座案内（一覧）は本学ホームページをご覧ください。

Ⅱ　出前授業（高大連携：教員の派遣）

Ⅲ　学生の派遣
　高等学校（母校）からの求めに応じて本学へ入学した学生を派遣し、大学の教育内容の説明や進
路講演等を行う事業です。必要に応じて入試説明や懇談なども可能です。
　卒業生との交流を通じて、「群馬医療福祉大学・短期大学部」を知る機会を提供いたします。
　学生派遣の内容や時間等につきましてはご依頼のあった学校の計画に従って準備いたしますが、
学生の授業や実習期間等の関係もありますのでご希望に添えない場合もあることをご了承ください。
　なお、学生派遣事業に関する費用は、全て無料です。【申込用紙：P. ８参照】

Ⅳ　高大連携行事等
　本学が主催する高大連携行事や高等学校で実施する総合的な探究の時間を活用した教育連携講座
等により、本学や学問分野についての関心や理解を深め、より豊かな進路選択につなげていただく
ためのものです。
　コロナの状況により内容変更等もございますが、本学や学問の魅力を知っていただけるよう検討
いたしますので、気軽にご相談ください。

令和 4年 10 月 1 日（土） 令和 4年 10 月 23 日（日）

※　サービス・ラーニング及びボランティア活動
本学に入学すると、多くの貴重な体験活動ができます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【高等学校での出前授業】

【前橋あそか会あそか祭りへの参加】【サービス・ラーニングによる地域交流】
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AX をお送り下さい。

この度は、本校出前授業・出前講座のお申込みをいただき、ありがとうございます。

以下の項目へご記入の上、本校宛てに F

出前講座出前授業 ＦＡＸ依頼用紙

【記入事項１】

貴 校 名 T E L 番 号

ご 住 所 F A X 番 号

ご担当者様お名前

【記入事項２】

第 1
希 望 日

希 望 日

（年 月 日 ）

希 望 時 間

希 望 時 間

： ～ ： まで（ 分間）

第 2
年 月 日（ ）

ま： ～ ： で（ 分間）

参　加　学　年

参　加　人　数

（ ）年生（複数学年でも可）

（ ）名程度

ご 希 望 の テ ー マ

ご 　 　 要 　 　 望

ご希望の担当講師

〒 　　　-

趣旨

（社会福祉学部・看護学部・リハビリテーション学部・医療技術学部・医療福祉学科）

令和　　　年　　　月　　　日

学校法人　昌賢学園　群馬医療福祉大学・短期大学部

（お問い合わせ・申込先）

群馬医療福祉大学　入試広報センター
TEL　027-253-0294　FAX　027-254-1294

学部 教員氏名：

テーマNo. 講義名：

（例：１年生の職業学習のため、

医療・福祉系志望者のため、

部活のトレーニングの参考に　等）



群馬医療福祉大学・短期大学部 学生派遣申込書
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